
銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

金

井

健

四

郎

所
謂
代
手
は
鴬
替
業
務
の

一
つ
と
し
て
何
れ
の
銀
行
竜
極
く
低
廉
な
料
金
を
以
て
顧
客
に
便
宜
を
與

へ
て
ゐ
る
。

而
し
て
今
後

一
般
経
濟
界
に
於
て
手
形
取
引
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
盆

々
銀
行
の
代
手
業
務
を
利
用
す
る
乙
と
に

な
る
こ
と

＼
思
ふ
。

一
騰
迭

つ
π
品
物
の
代
金
を
同
牧
す
る
方
法
と
し
て
は
集
金
人
を
派
遣
し
、或
は
鐵
道
、郵
便
局

を
利
用
す
る
代
金
引
換

の
方
法
或
は
銀
行
に
よ
る
荷
爲
替
を
取
組
む
等
色

々
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
現
今
で
は
銀
行
の

代
手
と
し
て
取
立
方
を
委
任
す
る
の
が
最
も
経
費
も
安
く
簡
便
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
此
の
方
法
を
利
用
す
る

者
が
非
常

に
多
く
な
つ
て
き
た
。
そ
乙
で
銀
行
の
代
手
係
は
毎

日
無
藪

の
此
等
の
取
立
手
形
を
取
扱
ふ
の
で
あ
る
か

ら
、
當
然
其
間
色

々
の
問
題
が
起

つ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
此
庭
に
代
手
の
取
扱
に
關
す
る
要
黙
の
實
際
と
此
に
關

す
る
理
論
を
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。

代
手
を

一
般
の
分
類
法
に
從

つ
て
匪
分
す
れ
ば
當

所
代
手
と
他
所
代
手
と
に
な
る
。
謂
ふ
ま
で
竜
な
く
、
其
の
名

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
六
三



商

學

討

究

第
四
餐

(下
)

三
六
四

稽
が
指
示
す
る
如
く
前
者

は
受
任
銀
行

の
立
場
か
ら
見

て
、
其

地
に
於

て
支
彿

を
受
く

る
竜

の
で
あ

う
、
後
者
は
支

彿

地
が
他

の
土
地
で
あ

う
、
從

つ
て
他
地
銀
行

へ
邊
附

し
て
取
立

て
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。
代
手
を
大
き
く
分

て
ば

右

の
二

つ
に
な

る
が
、
當

所
で
支
梯

を
受
く
る
代

手
即
ち
當
所
代
手

の
中

に
竜
當

地

(
受
任
銀
行
所

在
地
)

の
顧
客

の
依
頼

に
よ
る
も

の
竜
あ
れ
ば
、
他
地
銀
行
よ
b
取

立
方
を
委
任

さ
れ

て
邊
附

を
受
け

る
竜

の
も
あ

る
。
叉

支
彿
地

が
他
地
で
あ

る
所

の
他
所
代
手

に
付

て
見
る
竜
當

地

の
得
意

先
よ
う
他
所
渡
手
形

の
取

立
方
を
委
任
き
れ

る
も

の
も

あ

れ
ば

、
他
地
銀
行
よ
う
他
所
渡
り

の
代
手
を
轄

逡
取
立
方

を
依
頼

さ
れ
る
場
合
竜
あ

る
。
今
他
地
銀
行

よ
う
取
立

の
π
め
逡
附

さ
れ

る

こ
と

を
被
仕
向
と
云

ひ
、
他
地
銀
行

へ
取
立

の
駕

め
邊
附

す
る

こ
と
を
仕
向
と
稻
す

る
竜

の
と

し
て
、
此
等

の
代
手
を
分
類
す

る
と
次

の
如
く

に
な

る
。

A

一
、
當
所
被

仕
向
代
手

當
所
代
手

二
、
當

所

代

手

騙

難

讐

他
所
代
手

諸
種

の
代
手

の
中
其

の
大
部

を
占

む
る
竜

の
は
他
地
銀
行

よ
う
仕
向
ら
れ
カ
る
も

の
と
、
他
地
銀
行

へ
仕
向
く

る

　

ラ

も

の
で
あ

る
。
從

つ
て
前

掲

一
と

三
が
實
際
上
最

も
多
歎

を
占

む
る
も

の
で
あ
る
か
ら

、
此
黙

を
規
準

に
し

て
代
手

(

(



を
分
類

し
る
見

る
と
次

の
如
く

な
る
。

B

一
、
被
仕

向
代
手

(
當

所
取

立

の
π
め
他
地
β

よ
り
邊
附

さ
れ
π

る
竜

の
)

二
、
仕

向

代

手

(
當
地
得

意
先

の
依
頼

に
よ
う
他
地
銀
行

へ
取

立

の
π

め
逡
附
す

る
竜

の
)

三
、
當

所

代

手

(
當

地
得
意
先

の
依
頼

に
よ
6
當

所
で
取
立

る
竜

の
に
し
て
主
と
し

て
手
形
交
換
所
経
由

の
竜

の
)

四
、
轄

邊

代

手

(
他
地
銀
行

よ
う
逡
附

き
れ
た
る
も

の
を
更

に
支
彿
地

の
銀

行

へ
邊
附
す

る
竜

の
)

(
此
等

の
名

稽

は
必
ず

し
竜

一
般

に
用

ひ
ら

れ
て
ゐ
る
竜
の
と
は

一
致

せ
ず
、
論
述

の
便
宜
上
附
し
π

る
ま
で

に
す
ぎ
な

い
)

叉
其
他
標
準
の
定

め
方
に
よ
う
種

々
分
類
し
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。
籾
當
所
代
手
の
多
数
は
他
地
銀
行
よ
ら
仕
向
け

ら
れ
カ
る

一
の
被
仕
向
代
手
で
あ
う
、
他
所
代
手
の
多
藪
は
他
地
銀
行

へ
仕

向

け

る
二
の
仕
向
代
手
で
あ
る
。
從

(

(

　

　

て
A
に
あ
げ
π
當
所
代
手
、
他
所
代
手
に
よ
る
臨
別
よ
φ
B

の
仕
向
代
手
、
被
仕
向
代
手
に
よ
る
匿
舜

の
方
が
實
際

(

(

の
取
扱
上
便
宜
の
標

に
思
ふ
。
故

に
蝕
に
は
主
と
し
て
被
仕
向
代
手
と
仕
向
代
手
を
中
心
に
し
て
代
手
取
扱

の
要
黙

を
述
。へ
や
う
と
思
ふ
。

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
六
五
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被

仕

向

代

手

(
被
仕
向
當
所
代
手
)

他
地
銀
行
よ
う
代
手
と
し
て
邊
附
さ
れ
だ
る
も
の
を
具
象
的
に
分
類
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

甲
種
。
當
座
小
切
手
、
邊
金
小
切
手
、
支
彿
命
令
、
約
束
手
形
、
爲
替
手
形

(
引
受
濟
)

配
當
金
領
牧
謹
、
利
札
等
。

乙
種
。
爲
替
手
形

(
引
受
未
濟
)
、
荷
付
手
形

(
貨
物
引
換
謹
或
は
有
債
置
雰
添
附
の
も
の
)

右

の
中
申
す
ま
で
竜
な
く
甲
種
に
あ
げ
π
も
の
は
、

一
覧
彿
若
く
は
所
定

の
期

日
に
於
け
る
支
彿
確
定
時
の
も
の

で
あ

っ
て
、
假
命
そ
れ
が
不
渡
と
な
る
竜
速
や
か
に
庭
理
さ
る
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
る
。
此
は
取
扱
上
支
彿
の
難
易

に
付

て
具
膿
的
に
考

へ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

A

手
形
交
換
所
経
由
決
濟

の
も
の
。

小
切
手
、
配
當
金
領
牧
謹
、
利
札
、
交
換
所
組
合
銀
行
が
支
彿
場
所
に
指
定
せ
ら
れ
て
あ
る
手
形

(
交
換
経
由

手
形
)
等
。

B

然
ら
ざ
る
も
の
。

わ

自
行
當
座
小
切
手
、
自
行
宛
途
金
小
切
手
、
自
行
市
内
支
店
宛
小
切
手
類
。



司

手
形
交
換

所
に
加
盟
し

て
ゐ
な

い
銀
行

を
支
梯
揚
所

に
指
定

せ
る
手
形
、
或
は
其
銀
行
宛
小
切
手
等
。

ハ

當
座
勘
定
取
引
特
約

に
よ
り
當
座

口
よ
う
直
接

に
支
彿
手
形

金
を
引
落
す
る
竜

の
。

只二

右

の
特
約

な
く

、
從

つ
て
支
彿
人

の
來

行
彿
込

に
よ
る
竜

の
。

(

a

取
引
あ

る
者

b

取
引
な
き
者

司

自

宅
彿

の
も

の
。

(
右

の
中
交
換
経
由

の
も

の
は
最
竜
迅
速
明
快

に
決
濟

さ
れ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
た
と

ひ
不
渡
と
な

る
こ
と
あ

る
も

支
梯
場
所
銀
行
よ
6
返
還
さ
れ
る
際

、
添
附

き
れ

る
所

の
附
箋
其
他

に
よ
う
期

日
に
支
彿
場
所

に
呈
示

し
た

る
こ
と

が
分
明
で
あ
り

、
其

の
支
彿

拒
絶

理
由

に
基
き
速

や
か

に
適
當
な

る
庭

理
を
な
す

こ
と
が
出
來

る
。

　

次

に
交
換
経
由

に
非

る
も

の
＼
中

イ
の
自

行
宛
小
切
手
や

、
自

行
市
内
支
店
宛

の
小
切
手
は
夫

々
の
係

を
経

て
即

ー

ー

刻
庭
理
さ
れ
る

の
が
普
通
で
あ

る
が
、

ロ
の
手
形
交
換
所

に
加
盟
し

て
ゐ
な

い
銀
行

へ
取
付
す

る
も

の
は
、
其

の
實

(

質

は
交
換
経
由

の
竜

の
と
何
等
差
異
な
か

る
べ
き

筈
で
あ
る
が

、
手
形
交
換
所
経
由

の
も

の

＼
如
く
不
渡
庭
分
其
他

の
嚴
格
な

る
規
定

の
範
園

に
於

て
行
は
れ
澱
竜

の
な
れ
ば

、
實
際

に
は
満
期

日
の
當

日
に
於

て
決
濟

さ
れ

粗
竜

の
が

往

々
見
受

け
ら

れ
る
。
併

し
理
論
上
は
該
行

の
な
す
支
彿
拒
絶
附
箋
或

は
、
小
切
手
面

に
な
さ
れ
π

る
支
彿
拒
絶
文

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
六
七
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句
に
基

い
て
速
や
か
に
庭
理
し
得
べ
き
竜
の
で
あ
る
。

當
座
勘
定
取
引
契
約
に
於

て
約
手
、
或
は
引
受
濟
駕
替
手
形
を
以
て
支
彿
人

の
當
座
勘
定
よ
り
直
接
に
引
落
す
特

約
あ
る
も
の
は
多
く
は
銀
行
と
密
接
の
取
引
關
係
に
あ
る
竜
の
に
し
て
、
期
日
に
支
携
人
の
當
座
勘
定
よ
り
手
形
金

額
を
引
落
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
其

の
決
濟
は
容
易
で
あ
る
。

又
此
の
特
約
の
な

い
も
の
で
竜
銀
行
と
取
引
あ
る
も
の
は
、
豫
ね
て
案
内
し
て
あ
る
支
彿
手
形
が
期
日
に
至
れ
る

こ
と
を

一
鷹
告
知
す
る
こ
と
に
よ
り
容
易
に
決
濟
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
取
引
關
係
な
き
者
に
し
て
銀
行
を
支
彿
揚

所
に
指
定
せ
る
も
の
＼
多
く
は
、
満
期
日
の
當
日
に
於

て
決
濟

さ
れ
る
こ
と
が
少

い
。
此

の
揚
合
實
際

の
取
扱
と
し

て
は
其

の
手
形
が
仕
向
銀
行
に
於
け
る
割
手
で
あ
る
か
、
代
手
で
あ
る
か
、
又
仕
向
銀
行
及
び
支
彿
人
の
顔
振
れ
に

よ
る
取
引
振
に
徴
し
て
臨
機

の
腱
置
に
出
ず
る
の
で
あ
る
が
、
理
論
上
は

「
…
:
の
理
由
に
よ
り
支
彿
場
所
力
る
當

銀
行
に
於
て
決
濟

に
至
ら
ず
候
也
」
(
銀
行
研
究
第
十
七
憲
第

四
號

二
入
○
頁
)
の
附
箋
を
附
し
て
適
宜
に
庭
理
し
得

べ
き
も
の
で
あ
る
。

自
宅
彿
の
も
の
即
ち
手
形
の
支
佛
揚
所
を
自
宅
と
な
せ
る
竜
の
は
、
銀
行
金
融
の
登
達
せ
る
都
市
に
於
て
は
殆
ん

ど
不
渡
を
豫
告
せ
る
も
の
に
等
し

い
。
何
故
か
な
ら
ば
、
現
今
相
當

の
資
力
信
用
あ
る
者
は
何
れ
か
の
銀
行
に
取
引

を
有
し
、
手
形
類

の
入
金
支
彿
は
必
ず
銀
行
を
通
し
て
行
は
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
手
形
交
換
所
を
経

て
決
濟



さ
れ

る
の
が
常
で
あ

る
。
從

つ
て
自

宅
梯

の
手
形

は

一
鷹

は
資
力
信
用

な
き
者

の
振

出
す
も

の
と
考

へ
ら
れ
る
か
、

若

く
は
銀
行
と
取
引
あ

る
相
當

の
信
用

を
有
す

る
者

に
於

て
竜

、
二
十

日
或

は
三
十

日
の
如
き

一
般
商
人

の
勘
定
決

濟

日
に
支
彿
手
形
が
輻
藤
す

る
場
合
、
之
を
交
換
経
由

に
よ

つ
て

一
時

に
決
濟

さ
れ

る
こ
と

の
手
許
逼
迫

か
ら
逃

れ

る
カ

め
、
支
佛

の
時

日
に
多

少
の
鯨
裕
を
残
す
意
味

に
於

て
自
宅
彿

と
す
る

乙
と
が
往

々
見
ら
れ

る
。
或

は
仕

入
先

の
出
張
員

の
請
求

に
よ
う
手

形
の
満
期

日
に
支
彿
意
思
或

は
資
力
な
く
し

て
、
唯

一
時

を
糊
塗

せ
ん
が
た

め
に
自

宅

彿

の
手
形
に
引
受
し

て
渡
す
揚

も
屡

々
あ

る
。
要
之
、
自

宅
彿

の
手

形
は
概

し
て
不
良

の
竜

の
多
き
を
以
て
代
手
係

は
速
や
か

に
適

宜
の
腱

置
に
出
で
な
け
れ
ば

な
ら

膿
。

次
に
乙
種

に
掲
げ
π
引
受
未
濟

の
鴬
替

手
形
を
見

る
に
、
此

は
荷
駕
替

に
よ
る
取
引
を
屈
辱
と
す

る
場
合

に
多
く

見
ら
れ

る
も

の
で

、
概

し

て
相
當

資
力

信
用

あ
る
者

に
品
物
を
逡
付

し
、
此

に
甥

す

る
代
金
を
後

か
ら
手
形
金
額

と

し

て
取

立
に
逞
付

し
來

る
場

合
で
あ

る
。
當

地
方

に
出
廻
る
竜

の
で
は
製

網
店

に
係

る
竜

の
が
最
も
多

い
。
此
は
荷

物
引
取
後

に
於

け
る
引
受
未
濟

の
手
形
で
あ

る
か
ら
兎
角

延
引

し
勝
で
あ

る
。
叉

か

＼
る
爲
替
手
形

の
振
出
其
も

の

に
付

て
見

る
竜
、
當
事
者
間

の
協
定

に
反
し
て
満
期

日
を
近
く

、
或
は
手
形
金
額

を
多
額

に
し

て
あ

る
カ
め
に
支
彿

人

に
於

て
返
却
方
を
申
出

、
或
は
金
額
期

日
に
關
し
交
渉
中

に
付
支
彿

の
延
期
を
申
出

る
場
合
が
可
な

り
多

い
。
從

っ
て
支
彿

の
難
易

の
黙

か
ら
見
れ
ば
先

つ
か

＼
る
引
受
未
濟

の
手
形
は
最
竜
長
く

延
引

し
勝

の
も

の
で
あ

る
か
ら

、

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
六
九
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代
手
係
は
當
事
者
間
の
取
引
振
に
徴
し
て
適
宜
に
結
末
を

つ
け
べ
き
も
の
で
あ
る
。
此
は
主
と
し
て
代
手
係

の
技
能

熟
練
に
侯

つ
所
が
多

い
。

次
に
荷
付

の
駕
替
手
形
で
あ
る
。
此
は
①
問
屋
筋

(
或
は
大
商
店
)
が
自
己
の
得
意
先

へ
品
物
を
直
ち
に
轄
責
す

る
目
的
で
買
付
し
π
る
揚
合
と
、
②

一
般
商
人
が
自
家
用
仕
入
品
と
し
て
買
付
し
た
る
揚
合
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前

者
は
所
謂
荷
爲
替
手
形

(
荷
爲
替
)
と
實
質
上
等
し

い
も

の
で
、
唯
其
の
形
式
が
代
手
の
形
を
と
れ
る
の
み
で
あ
る

か
ら
其
の
決
濟
は
速
や
か
で
あ
る
が
、
後
者
は
支
彿
人
の
金
融
状
態

に
よ
り
延
引
す
る
竜
の
が
少
く
な

い
。
何
れ
に

せ
よ
荷
付

の
代
手
は
責
買
契
約
に
よ
る
邊
荷
に
基

い
て
振
出
さ
れ
る
揚
合
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
逞
く
と
も
必
ず
決

濟

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
往

々
手
形
金
額
の
相
違
或
は
注
文
外

の
逡
荷

に
よ
り
支
彿
の
圓
滑
な
ら
ざ
る
も
の
も

あ
る
。

此
の
荷
付
代
手

の
中
に
恥
式

の
も
の
が
あ

る
。
此
は
支
彿
人
が
引
受
を
す
れ
ば
附
属
書
類
を
引
渡
し
満
期

日
に
其

の
彿
込
を
受
け
る
竜
の
で
あ
る
が
、
此
は
手
形
面
或
は
附
箋

を
以
つ
て
特
に
依
頼
銀
行
の
申
出
あ
る
竜

の
な
る
か
、

或
は
手
形
面

の
甑

の
記
號
に
依
頼
人
の
認
謹
あ
る
か
を

一
慮
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
叉
此
種
の
手
形

の
取
扱
上
手

形
を
持
出
し
て
引
受
を
求
め
る
際
、
其

の
引
受
の
形
式
及
び
支
彿
揚
所
の
記
號
に
付

て
特
に
注
意
を
要
す
る
。

つ
懐

う
引
受
が
完
全
に
行
は
れ
て
期

日
に
交
換
経
由
で
、
直
ち
に
決
濟
し
得

る
機
な
手
形
に
な
れ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。



諸

々
の
代
手
が
各
依
頼
銀
行
よ
り
仕
向
け
ら
れ
る
と
、
代
手
係
は
其

の
到
着
報
告
を
磯
し
て
取
立
委
任

に
慮
じ
だ

る
之
と
を
示
す
と
同
時
に
、
支
彿
人
に
封
し
て
は
其
の
手
形
金
額
、
満
期
日
、
依
頼
人
、
取
組
銀
行
、
支
彿
揚
所
、

附
幣
書
類
等
支
彿
手
形

の
要
黙
を
記
載
し
π
る
手
形
彿
込
の
案
内
書
を
登
し
、
上
述
せ
る
諸
種

の
黙
に
注
意
し
て
夫

や
手
歎
を
と
う
π
る
上
、
満
期
日
に
梯
込
を
受
け
π
る
際
、
依
頼
銀
行
に
代
手
入
金
報
告
を
磯
す
る
こ
と
に
な
る
が

乙
種
に
掲
げ
禿
る
竜
の
は
引
受
未
濟

の
も
の
で
、
未
だ
支
彿
人
に
於
て
手
形
金

の
支
彿
義
務
を
生
ぜ
ぬ
竜
の
で
あ
る

か
ら
兎
角
延
引
し
勝
で
あ
る
。
此
を
敏
速
に
慮
理
し
取
立
敷
率
を
上
ぐ
る
に
は
、
尋
常
よ
く
手
形
當
事
者
間
の
取
引

關
係
を
知
う
、
支
梯
人
の
支
彿
振
に
注
意
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
顧
所
で
あ

つ
て
、
代
手
係

の
熟
練
を
要
す
る
黙
で

あ
る
。

不

渡

手

形

約
手
或
は
引
受
濟
爲
手
が
期
日
に
不
渡
と
な
れ
ば
直
ち
に
適
宜
庭
理
さ
る
べ
き

こ
と
は
前
に
述
べ
カ
る
所
で
あ
る

が
、
此

の
際
か
ね
て
手
形
の
保
全
行
爲
を
依
頼
さ
れ
て
あ
る
竜
の
に
付

て
は
不
渡
電
告
或
は
支
彿
拒
絶
謹
書
の
作
成

其
他

の
手
績
を
採

つ
て
返
却
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
依
頼
銀
行
の
手
形
権
利
の
實
行
に
支
障
を
生
ぜ
諏
様
に
す

る
π
め
、
自
行
に
宛

て
＼
な
さ
れ
カ
る
取
立
委
任

の
裏
書
を
抹
消
す
る
か
、
或
は
戻
裏
書
を
必
要
と
す
る
か
の
疑
問

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
七

一
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二

に
立
當

る
わ
け
で
あ

る
が
、
此
は
我
國

の
例
例
及

び
慣
習
と
竜

に
、
何
れ

の
手
績

を
も
要

せ
ざ
る

こ
と
を
認

め
て
ゐ

る
(
銀
行
割
例
第

二
憲
第

三
號
及

び
第

一
怒
第

二
號

)。
此

に
よ
れ
ば
取
立
委
任

の
裏
書
を
な
し
カ
る
揚
合
は
裏
書
人

が
依
然

と
し

て
手
形

の
権
利
者
で
あ
る
か
ら
、
其

の
手
形

の
占
有

の
恢
復

に
よ

つ
て
必
ず
し
も
逆
裏
書
を

必
要
と

せ

ず

、
自

ら
其
裏
書

を
抹
消
し

て
所
持

人
π
る
資
格
を
嫉
復

し
得

る
竜

の
で
あ

つ
て
、
之
を
以

て
裏

書

の
連
績

を
鋏
く

も

の
に
非
ず
と
し
て
ゐ
る
。
又
取
立
委
任

の
裏

書
の
み
な
ら
ず

、
取
立
委
任

の
目
的
、を
以
て
所
謂
信
託
裏
書

を
な
し

π
る
揚
合
に
も
戻
裏

書
を
必
要
と

せ
綴
乙
と

に
な

つ
て
ゐ
る
。
信
託
裏
書

の
揚
合
は
委
託
者

と
受

託
銀
行
間

の
關
係

は
取
立
委
任

の
目
的

を
以

て
す

る
裏

書
で
あ

る
が
、
裏
書

の
形
式

上

一
般
裏
書
と
差
異

が
な

い
か
ら
、
第

三
者

に
封

す

る
關
係

に
於

て
は
、
絶
封
移
轄

の
効
力

を
生
ず

る
竜

の
な
る
を
以

て
、
只
軍

に
事
實

上
手
形

の
占

有
を
恢
復

し
π

る

の
み
で
は
手
形
擢
利
を
行
使
す

る
際
連
績

性
を
欠
く

乙
と

に
な
う
、
從

つ
て
戻
裏
書

を
必
要
と

す
る
如
く
考

へ
ら

れ

る
が

、
判
例
及

び
學
説

は
共

に
か

＼
る
手
績

を
要

せ
澱

乙
と
を
認

め
て

ゐ
る
。
即
ち
大
審
院

の
大
正
+

二
年
(
オ
)

第

五
九
號

の
同
年

三
月
入

日
の
判
決
要
旨

に
よ
れ
ば

、「
取

立
委
任

ノ
タ
メ
駕
替

手
形

ノ
裏
書
譲
渡

ヲ
受

ケ
タ
ル

モ
ノ

ガ
其

ノ
手
形

ノ
支
佛

ハ
レ
ザ

リ

シ
タ
メ
之

ヲ
裏

書
人

二
返
還

シ
タ
ル
場
合

二
於

テ

ハ
裏
書
人

ハ
所
持

人
ヲ

シ
テ
必
ズ

シ
モ
逆
裏

書

ヲ
ナ
サ

シ
ム
ル

コ
ト
ヲ
要

セ
ズ

シ
テ
何
時

一=
ブ
モ
自

ラ
裏
書

ヲ
抹
清

シ
テ
所
持
人

タ

ル
資

格

ヲ
恢
復

ス

ル

コ
ト
ヲ
得

ベ
キ
ガ
故

二
該
抹
清

ノ
爲

メ
裏
書

ノ
連
績

ヲ
映

ク

モ
ノ

ニ
非

ズ
」
と
あ

る
。



　

　

次
に
自

行
が
支
彿
揚
所
と
な
れ
る
代
手
が
不
渡
と
な
れ
る
揚

合
で
あ

る
が

(
前
掲

甲
種
B

ノ

ハ

ト

ニ

ニ
當

/
代

(

(

手
)
此
は
交
換

所
持
出
手
形

の
返
還
附
箋

に
見
ら
れ
る
如
く
、

一
般

に
は
左

の
如
き
文
句
を
記
載

し
カ
る
附
箋

を

つ

け

て
仕
向
銀
行

へ
返

却
す

る
や
う

に
思
は
れ
る
。

本

手

形

支

挽

ノ

タ

メ

呈

示

相

成

候

慮

左

記

理

由

ニ

ヨ

む

　

　

む

む

り

難

支

彿

候

也

一
、
理

由

何

々

年

月

E

糠
式
會
杜

何
々
銀
行

代

表

者

何

某

㊥

本

手

形

呈

示

相

受

候

露

取

引

無

之

(
或

ハ

む

む

む

む

　

難

支

彿

候

也

資

金

不

足

二

付
)
候

二
付

併
し
乍
ら
卑
見
を
以
て
す
れ
ば

「
云

々
の
理
由
に
よ
う
支
彿
場
所
π
る
當
銀
行
に
於

て
決
濟
に
至
ら
ず
候
也
」

の

意
味
を
有
す
る
附
箋
が
正
當
で
は
な

い
か
と
思

つ
て
ゐ
る
。
此
の
問
題
に
付

て
は
同
様
の
意
見
が
西
繁
歎
氏
に
よ
つ

て
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る

(
銀
行
研
究
第
十
七
巻
第
四
號
)
。
筆
者
は
必
ず
し
竜
其
の
論
旨

の
悉
く
に
付

て
賛
成
す

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
七
三



商

學

討

究

第
四
谷

(
下
)

三
七
四

る
も
の
で
は
な

い
が
、
同
氏

の
所
論
の
要
旨
は
手
形
行
爲
上
の
正
當

の
代
理
人
で
も
な
く
、
支
彿
澹
當
者
或
は
参
加

支
彿
人
或
は
豫
備
支
梯
人
で
竜
な
く
、
輩
に
「
手
形
の
支
梯
揚
所
と
し
て
指
定
せ
ら
る
＼
に
止
る
べ
き
筈
の
銀
行
が
何

ヘ

ヘ

へ

も

へ

時

の
間

に
や
ら
手
形

の
支
彿

と
早
替
う
し

て
」
、
「
云

々
の
理
由

に
よ
う
難
支
彿
候
也
」
と

云
ふ
附
箋
を

つ
け
る
の
は

「
可
笑

し

い
話
し
」
で

は
な

い
か
と

云
ふ
の
で
あ

る
。
併

し
交
換
経
由
手
形
に
於

て
銀
行
と
支
彿
人
聞

の
代

理
關
係

の
有
無

に
付

て
は
異
論

の
多

い
所
で
あ

り
、
叉

返
還
附
箋

に
右

の
如
き
文
言
を
記
載
す

る
に
至

つ
カ

こ
と

に
付

て
も

理
由

の
存
す

る
所
で
あ

る
か
ら
、

一
概

に
は
同
氏

の
如
く
断

じ
得
ら

れ
綴
所
と
思

ふ
に
よ

つ
て
、
此
黙

に
關
す

る
評

論
は
他

の
機
會

に
譲

る
と
し
て
、
舷

に
述
ぶ

る
所

の
交
換
を
経
由

せ
ざ
る
代
手

の
不
渡
返
却

に
關
す

る
範
圃

の
み

に

於

て
は
右
に
述

べ
π
る
如
く
、「
當

行
に
於

て
難
支
彿
候
也
」

よ
り

竜

「
支
彿
場
所
た
る
當

行
に
於

て
決
濟

に
至
ら
ず

候
也
」
と

云
ふ
が
如
き
客
観
的
態
度

に
出

る
方
が

至
當

で
は
な

い
か
と
考

へ
る

の
で
あ

る
。

仕

向

代

手

(
仕
向
他
所
代
手
)

顧
客
よ
り
代
手
の
取
立
依
頼
に
鷹
ず
る
場
合
、
原
則
と
し
て
は
、
依
頼
人
が
自
行
に
當
座
勘
定
取
引
を
有
す

る
こ

と
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
通
例

の
如
く
で
あ
る
。
街
特
別
當
座
預
金
を
有
す

る
者
に
封
し
て
も
當
座
勘
定
取
引
に
準

じ
て
代
手
の
取
立
依
頼
に
鷹
ず
る
乙
と
が
あ
う
、
稀
に
は
此
等

の
取
引
無
き
者
に
封
し
て
も
事
情

に
よ
り
其
の
依
頼



に
慮
ず
る
こ
と
も
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
無
取
引
者
を
断

る
の
が
現
今
銀
行
界

の
通
例
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
代

手
業
務
が
今

日
の
如
き
低
廉
な
る
手
藪
料
牧
入
の
時
代
に
あ

つ
て
は
、
得
意
先

に
鋼
す
る
恩
恵
的
奉
仕
て
ふ
清
極
的

効
果

の
外
、
そ
れ
自
膿
に
於

て
銀
行
の
牧
盆
塘
進
に
輿
る

も

の

で

な

い
こ
と
が
、
銀
行
業
務
研
究
レ家

の
原
債
計
算

上
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ

乙
で
得
意
先
よ
6
代
手
取
立
の
依
頼
が
あ
れ
ば
先
づ
手
形
其
の
も

の
＼
形
式
に
付
て
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

此
は
善
良
な
る
管
理
者

の
注
意
を
以
て
受
任
義
務
を
遽
行
す
る
上
に
第

一
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
振

出
人
の
印
謹
、
附
属
引
換
謹
に
於
け
る
磯
行
代
表
者
の
署
名
、
印
紙
添
附

の
有
無

、
裏
書
の
完
備
、
無
實

の
支
彿
揚

所
銀
行
名
等

に

一
通
う
注
意
を
要
す
る
。
叉
不
渡

の
際
支
梯
拒
絶
謹
書
の
作
成
方
を
依
頼
さ
れ
る
分
に
付

て
は
、
仕

向
先
に
於

て
、
公
讃
人
或
は
執
達
吏
役
揚
が
存
在
せ
ず
、
た
め
に
事
實
上
此
の
手
績
を
と
b
得

楓
も
の
が
あ
る
か
ら

此
黙
を
考
慮

し
て
、
不
可
能

の
も
の
に
付
て
は
依
頼
を
受
け
る
際
、
豫
め
依
頼
人
の
諒
解
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
重
要

な
る
は
依
頼
き
れ
π
代
手
の
入
金
後

の
庭
理
の
仕
方
で
あ

る
。
此
は
先

に
も
云

へ
る
如
く
、
代
手
業
務

は
得
意
先
の
依
頼
に
か
＼
る
も
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
入
金

の
上
は
其
者

の
預
金
口
座

へ
振
替

へ
ら
れ
る
竜
の
＼

如
く
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が

又
そ
れ
が
多
く
の
取
引
慣
習
で
竜
あ
る
が
f

理
論
上
は
必
ず
し
も
そ
う
簡
輩

で
は
な

い
。
即
ち
此
は
得
意
先
と
銀
行
と
が
結
ぶ
取
立
委
任

の
契
約
の
中

に
其

の
入
金
額
を
當
然
預
金
に
振
替

へ
る

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
七
五
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こ
と

の
契
約
が
含
綾
れ

て
ゐ
る
か
否
か
と

云
ふ
問
題
で
あ

る
。
代

手
入
金
額

が
預

金
に
振
替

へ
ら

る
れ
ば

、
そ

れ
は

一
般
預
金
と
等

し
く
銀
行

の
所
有

に
露
す

る
代
め
、
銀
行

は
預

金
債
務
を
負

ふ
乙
と

に
な

る
。
預

金
に
非
ず
と

す
れ

ば
、
そ

れ
は
依
頼
人

の
所
有
に
か

、
る
も

の
を

一
時
預

る
保
管
金
で
あ

る
と

云
ふ

乙
と

に
な
る
。

つ
懐
り
代
手

入
金

額
は
預
金
で
あ

る
か
、
保
管

金
で
あ
る
か
が
問
題

の
黙
で
あ
う
、
此

に
付

て
は
異
論

の
多

い
所
で
あ

る
。
勿
論
此

の

黙

に
關

し
て
豫

め
代
金
取
立
委
任
契
約

に
於

て
特
約
が
し

て
あ

れ
ば
問
題
は
な

い
。
東
京

地
方
裁

剣
所

の
大

正
十
五

年

七
月

入
日
の
剣
決
要

旨
は
銀
行

の
取

引
慣
習
上
代
手

入
金
額

の
預

金
振
替

を
認

め
て
ゐ
る
。
然

る
に
這
般

の
金
融

恐
慌
當

時
に
起

つ
力
事

件
に
關
聯
す

る
、
大
阪
匪
裁
割
所

の
昭
和

三
年

七
月

二
十
五

日
の
最
近

の
鋼
決
要
旨

に
よ
れ

ば

、「
銀
行
デ
金
銭
取
立

ノ
委
託

ヲ
受

ケ
其

ノ
金
額

ノ
取

立

ヲ
了

シ
タ

ル
ト
キ

ハ
其

ノ
取

立

二
係

ル
金
銭

ハ
取
立
委
託

者

ノ
所
有

二
属

シ
、
受
託
者

ハ
唯
委
託

者

二
代
リ
テ
之

レ
ヲ
占
有

メ
ル

ニ
過
ギ
ザ

ル
モ
ノ
ト

メ
…
:
」

と
し
て
取
立

代
金

は
預
金
債

務
其
物
と

は
、
其

性
質

を
異

に
す

る
別
箇

の
観
念
で
あ

る
と
去

ふ
趣
旨

の
制
決

を
下

し
控
。
從

つ
て

今

日
で
は
代
手

入
金
額

は
特
約
な
き

揚
合

、
當
然

に
は
預
金
關
係

を
生
ぜ

諏
も

の
と

の
解
繹

に
立

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。代

手

入
金
額
が
預

金
で
あ

つ
て
竜
保
管

金
で
あ

つ
て
も
、
年
時
通
常

の
場
合

は
あ
ま
う
問
題
と
な
ら

澱
が
、

一
度

双
方

の
間

に
協

調
を
欠
く

に
至

つ
π
揚
合

は
種

々
紛
箏
を
惹
起

す
る

之
と
が
あ

る
。
例

へ
ば
前

掲
大
阪
廣
裁
判
所

の



制
決
は
破
綻
銀
行
が
和
議
手
績
に
よ

つ
て
整
理
を
し
力
場
合
、
其

の
取
立
金
を

一
般
預
金
と
同
檬

に
取
扱

っ
た
乙
と

に
劃
し
、
委
託
者
が
そ
れ
を
不
當
と
し
て
訴

へ
だ
も
の
で
あ

つ
カ
。
故
に
本
來
な
ら
ば
、
取
立
契
約

の
附
随
契
約
と

し
て
、
之
れ
に
關
す
る
特
約
を
結
ん
で

ゐ
く

の
が

一
般
銀
行
界

の
慣
行
で
あ

る
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
必
ず
し
も
か
＼
る

手
績
を
と
ら
諏
銀
行
も
多

い
。
兎
も
角
代
手
係

は
此
の
心
得
を
以
て
受
付

の
際
顧
客
に
善
庭
せ
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

上
述
の
手
績
を
終
る
と
手
藪
料
を
彿
込
ま
し
め
て
代
手
通
帳
、
或
は
預
b
謹
に
よ

つ
て
代
手

の
依
頼
に
鷹
じ
カ
る

こ
と
を
謹
す
る
の
で
あ
る
が
、
執

に
代
手

の
預
り
謹
と
は

一
方
に
於

て
顧
客

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
銀
行
に
代
手
を
預

け
π
領
股
謹
の
意
味
を
有
す
る
と
同
時

に
他
方
銀
行
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
代
手
入
金
額
と
し
て
顧
客
に
代

つ
て
保
管

す
る
別
段
預
金
を
彿
渡
し
た
出
金
傳
票

の
意
味
を
有
し
て
ゐ
る
。
即
ち
銀
行
か
ら
見
れ
ば
、
預
う
謹
面
に
依
頼
人
の

領
牧

の
認
印
を
得

て
之
を
同
牧
す
れ
ば
、
代
手
取
立
額
を
其
の
保
管
し
カ
る
別
段
預
金
か
ら
確
か
に
預
金
口
座

べ
振

替

へ
或
は
現
梯
し
カ
こ
と
の
領
牧
謹
な
の
で
あ
る
。
從

つ
て
理
論
上
は
代
手
が
入
金
に
な
れ
ば
、
顧
客

に
宛

て
＼
登

し
た
る
代
手
入
金
通
知
書

(
取
立
手
形
受
入
通
知
書
)
と
代
手
預
り
謹

(
叉
は
代
手
通
帳
)
を
持
滲
せ
し
め
、
裏
面

に
依
頼
人
の
領
牧
認
印
を
得
て
預
う
謹
を
同
牧
し
、
或
は
通
帳
な
れ
ば
、
か
ね
て
記
載
き
れ
て
あ
る
代
手
依
頼
額

の

入
金
欄

に
入
金
日
を
入
れ
て
之
を
消
込
み
尤
る
上
別
段
預
金
よ
b
預
金
口
座

へ
振
替

へ
或
は
現
彿
す
べ
き
で
あ
ウ
、

且
つ
持
滲
せ
し
め
π
る
代
手
入
金
通
知
書
を
照
合
し
て
同
人
の
當
座
入
金
帳

へ
記
入
す
べ
き
な
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

銀
行
代
手
業
務
の
理
論
と
實
際

三
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之
は
理
論
上

の
手
績
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
業
務
政
策
と
事
務
能
率
を
考

へ
て
行
は
ね
ば
な
ら
漁
の
で
あ
る
か
ら
、

か

＼
る
嚴
格
な
手
績
を
と
ら
な
く
て
も
大
な
る
支
障
を
家
さ
顧
な
ら
ば
、
各
銀
行

の
方
針
に
從

つ
て
適

宜
な
る
取
扱

を
な
せ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。

代
手
入
金
通
知
書
に
印
紙
添
用

の
必
要

の
有
無

に
付

て
は
、
銀
行
研
究
第
+
七
懇
第

一
號
西
繁
藪
氏
所
論
に
詳
細

に
説
か
れ
て
あ
る
。

韓
逡
代
手
と
當
所
代
手

右
に
述
べ
カ
る
仕
向
代
手
と
被
仕
向
代
手
の
外

に
所
謂
轄
逡
代
手
と
、
當
地
の
得
意
先
の
依
頼
に
か

＼
る
當
所
彿

の
代
手
と
が
あ
る
。
前
者
は
被
仕
向
と
仕
向
と

の
爾
面
を
合
せ
有
す
る
も
の
で
、
特
に
論
ず
る
必
要
は
な

い
が
、
此

は
仕
向
銀
行
の
依
頼

に
よ

つ
て
支
彿
地
の

コ
ル
γ
ス
先

へ
更
に
轄
逡
し
て
取
立
方
を
委
任
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
當

所
彿

の
被
仕
向
代
手
の
揚
合
の
如
く
適
當
な
る
直
接

の
監
理
が
困
難
で
あ
う
、
多
く
は
韓
邊
先
銀
行
の
努
力

に
待
π

ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
從

つ
て
自
行
は
主
と
し
て
所
謂
中
間
行
爲
を
な
す
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
後
者
は
專

ら
手
形
交
換
所
を
経
由
す
る
簡
便
な
取
立
を
得
ん
が
π
め
、
當
地
の
得
意
先
よ
b
依
頼

さ
れ
る
竜

の
で
あ

つ
て
、
最

竜
迅
速
確
實

に
決
濟

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。



代
手
の
銀
行
業
務
上
の
位
置

代
手
の
事
務
取
扱
に
關
す
る
要
黙

の
大
略
を
右
に
述
べ
た
が
、
此
が
銀
行
業
務
上
如
何
な
る
立
場
に
あ
る
か
を
次

に
考
察
し
て
見
や
う
と
思
ふ
。

代
手
は
古
く
は
預
金
課
の
附
随
的
な
事
務
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
乙
と
も
あ
る
が
、
現
今
で
は
爲
替
業
務

の

一
部
を

な
す
濁
立
し
だ
事
務
と
解
繹
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ

こ
で
代
手

の
み
な
ら
ず
、

一
般
駕
替
業
務
其
も
の
が
今
日
如
何
な
銀

行
業
務
上
の
立
揚
に
あ
る
か
を
見
る
に
、
最
竜
繁
雑
な
る
手
数
を
要
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
其

の
牧
盆
率

は
極

め
て
僅

少
な
る
も
の
で
、
之
を
精
密
に
諸
種

の
経
費
を
割
當

て
＼
原
慣
計
算
を
す
れ
ば
、
殆
ん
ど
牧
盆
が
な

い
ど

こ
ろ
か
、

却

っ
て
諸
経
費

の
方
が
大
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
蓋
し
、
爲
替
諸
手
藪
料
の
無
報
酬
主
義
或
は
實
費
主
義
か

ら
合
理
的
報
酬
主
義

へ
推
移
し
つ
＼
あ
る
こ
と
が
、
此
の
間

の
消
息
を
傳

へ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

曾
て
銀
行
業
務
が
創
設
き
れ
た
當
時
は
爲
替
事
務

の
諸
手
藪
料
は
現
今
よ
う
も
可
な
う
大
き
か
っ
た
様
で
あ
る
。

從

つ
て
駕
替
事
業
は

一
っ
の
重
要
な
る
牧
盆
部
門
と
し
て
螢
ま
れ
て
ゐ
カ
こ
と
は
、
銀
行
局
の
田
尻
稻
次
郎
博
士
が

明
治
二
十
七
年
に
各
地
方
長
官
に
示
達
せ
る
設
立
目
論
見
書
標
準
丈
書
様
式

の
中
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
と

こ
ろ
に
よ

つ
て
明
瞭
で
あ
る

(
明
治
財
政
史
第
十
二
懇
六
二
〇
頁
、
銀
行
研
究
第

+
六
窓
第

一
號
)
。
然
る
に
銀
行
が
其
後
多
数

銀
行
代
乎
業
務
の
理
論
と
實
際

三
七
九



商
學
討
究

第
四
巻
(下
)

三
八
〇

創
設
き
れ
て
競
孚
が
猛
烈
と
な
る
に
及
ん
で
、
駕
替
事
務
は
專
ら
顧
客
吸
引
或
は
取
引
者
に
封
す
る
奉
仕
と
し
て
、

反
面

に
於
け
る
預
金
増
加
其
他

の
間
接
的
結
果
を
期
待
す
る
所
の
、
所
謂
附
随
的
業
務

の
性
質
を
帯
ぶ
る
に
至

っ
カ

の
で
あ
る
。
即
ち
今
日
銀
行
の
駕
替
業
務
を
説
く
者
は
概
ね
駕
替
業
務
は
該
銀
行
の
取
引
者
の
た
め
に
邊
金
並
び
に

取
立
の
便
盆
を
與
ふ
る
を
以
て
預
金
を
塘
加
し
、
直
接
間
接
其
螢
業
に
利
す
る
所
勘
少
な
ら
ぎ
る
が
故
に
螢
業
上
極

め
て
重
要
な
る
役
用
を
果
す
も

の
な
め
と
の
所
論
に

一
致
し
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。
即
ち
銀
行
の
爲
替
業
務
は

一
面

取
引
者
に
封
す
る
奉
仕
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
面
そ
れ
に
よ
る
銀
行

の
直
接
或
は
間
接
の
利
盆
を
計
る
も
の
と
さ
れ

て
ゐ
る
。
例

へ
ば
曾

て
逡
金
或
は
當
座
振
込

(
取
引
者

の
依
頼
に
か

＼
る
も
の
)
は
手
歎
料
な
し
に
取
扱

へ
る
こ
と

あ
う
、
又
之
れ
を
徴
牧
す
る
と
す
る
竜
僅

々
五
鏡
程
度

の
手
藪
料
を
以
て
取
扱

つ
カ
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
盆
々

取
引
者
の
銀
行
霜
替
取
引
を
利
用
す
る
乙
と
が
旺
ん

に
な

つ
て
事
務
取
扱
の
方
法
も
復
難
と
な
ム
、

一
方
銀
行
業
務

の
漫
遷
に
つ
れ
て
、
從
來

の
如
く
爲
替
取
引
に
間
接
の
莫
大
な
る
利
盆
を
期
待
し
得
ら
れ
な
く
な

つ
て
き
π
。

一
膿

公
卒
に
見
て
現
今

「
取
引
者
は
銀
行
偶
替
業
務

の
恩
恵

に
な
れ
、
今
筒
果
し
て
威
謝

の
念
慮
に
よ
つ
て
圓
満
な
る
取

引
を
織
績
し
て
ゐ
る
で
あ
ろ
う
か
」
(
銀
行
研
究
+
六

ノ

一
、
一
五
五
頁
)
。
叉
取
引
者
は
各
自
の
預
金
額
に
正
比
例
し

て
爲
替
を
利
用
し

つ
＼
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
精
密
な
原
慣
計
算

の
結
果
は
駕
替
業
務
は
損
盆
計
算
書
面
に
表
れ
な

い

資
金
中
間
利
盆
を
計
上
し
て
術
其
の
直
接
経
費

の
約
三
割
六
分
六
厘
を
得
る
に
過
ぎ
な

い
と
さ
れ
て
ゐ
る

(
銀
行
研



　究
密
夘
十
山ハ
怒
鱗
即
一
號
咽
一
七
七
頁
)
。

駕
替
業
務

の
損
盆
分
解

に
付

て
西
澤
氏

の
詳
細
な
研
究

(
前
掲
同
誌
)
が
あ
る
が
、
代
手
に
付

て
筆
者
が
極
め
て

粗
朴
に

一
考
し
穴
所
で
竜
其
牧
盆
上
の
敷
果
は
甚
だ
薄

い
や
う
に
思
ふ
。

先
づ
仕
向
代
手
が
入
金
に
な
れ
ば
當
方
口
預
け
と
な

つ
て
、
之
を
同
牧
す
る
迄

の
間
安

い
コ
ル
ソ
ス
利
息
が
得
ら

れ
、
入
金
報
告
の
到
着
と
同
時
に
預
金

へ
振
替

へ
て
預
金
利
息
を
支
佛
ふ
わ
け
で
あ
る
が
、
代
手

一
通
の
手
均
額
は

普
通
二
、
三
百
圓
位
と
假
定
す
れ
ば
、
現
行
爲
替
尻
預

ケ
利
息
の
計
算
輩
位
が

一
千
圓
と
な
れ
る
結
果
、

一
通

の
取

立
は
些
か
の
利
息
の
牧
受
も
出
來
澱
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
駕
替
尻
預

ケ
金
の
同
牧
に
不
便
な
銀
行
に
劃
し
て

は
却

つ
て
不
利
盆
を
來
控
す
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

叉
被
仕
向
代
手
の
場
合
は
彿
込
預
う
金

の
同
牧
を
受
く
る
ま
で
の
資
金
運
用
上
の
利
盆
が
あ
る
が
、
之
と
て
も
爲

替
尻

の
付
替
其
他
の
方
法
に
よ
う
速
や
か
に
同
牧
さ
れ
、
交
換
経
由
手
形
以
外
の
も
の
は
案
内
状

の
配
付
、
督
促
、

交
渉
等
頗

る
煩
…雑
な
手
藪
を
要
し
、
殊
に
不
渡
と
な
る
揚
合
支
彿
拒
絶
謹
書
の
作
成
其
他

の
保
全
行
駕
を
依
頼
さ
れ

る
分

に
付

て
は
、
可
な
り
な
手
歎
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

駕
替
尻

の
運
用

に
よ
る

コ
ル

レ
ス
利
息
な
る
竜
の
は
、
銀
行
間
の
内
的
關
係
で
あ
つ
て
、
儒
替
利
用
者
よ
う
肢
得

す
る
積
極
的
な
股
盆
で
は
な

い
。
從

つ
て
各
銀
行
が
付
替
其
他
の
方
法
に
よ
う
常
に
爲
替
尻
の
敏
速
な
る
調
節
に
注

銀
行
代
手
業
務
の
理
論

と
實
際
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意
す

る
な
ら
ば
、
理
論
上
は
極
め
て

一
方
的
取
引
に
偏
せ
る
銀
行
の
揚
合
を
除
き
、
相
互
に
改
支
相
殺
さ
れ
て
肢
盆

塘
加
の
手
段
に
は
な
ら
滋
筈
の
も

の
と
思
は
れ
る
。
即
ち
爲
替
取
引
上
の
無
貸
越
原
則
が
漸
次
容
認
せ
ら
れ
、
爲
替

尻
残
高
の
存
置
が
不
利
盆
と
し
て
絶

へ
ず
敏
括
に
同
牧
せ
ら
れ
、
往
時

の
如
く
爲
替
資
金

の
放
資

に
よ
る
利
得

に
あ

ま
う
期
待
を
か
け
な
く
な

つ
て
き
π
や
う
に
思
ふ
。
爲
替
利
息
は
寧
ろ
末
端
的
に
生
ず
る
の
で
あ

つ
て
、
現
行
爲
替

取
引
の
状
態
を
基
準
と
し
て
考

へ
る
な
ら
ば
、
漸
次
無
貸
越
、
無
利
息
主
義
に
進
展
す
る
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ

て
ゐ
る
。
現
在
駕
替
尻
の
預
け
利
息
を
附
さ
な

い
銀
行
竜
あ
る
。
從

つ
て
逡
金
、
當
座
振
込
、
代
金
取
立
等
の
爲
替

取
引
が
現
在
の
如
き
低
廉
な
取
扱
手
数
料
に
甘
ん
じ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
取
引
者

へ
の
奉
仕
に
よ
る
消
極
的
利

盆
か
、
或
は

一
般
経
濟
奉
仕
と
云
ふ
以
外
螢
利
會
肚
と
し
て
の
銀
行
の
積
極
的
牧
盆
塘
加

の
意
味
を
有
力
ぬ
も
の
と

解
繹
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
も
此
の
利
盆
勘
き
駕
替
事
務
が
非
常

に
復
難
な
る
手
歎
を
要
し
、
諸
経
費

の
負
憺
が
最
竜
大

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
將
來
は
何
等
か
の
方
法
、
形
式
に
於
て
必
ず
や
自
ら
の
経
費
は
自
ら
償
ふ
程
度
の
合
理
的
な
取

扱
手
数
料

の
塘
牧
を
見
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
現
時
の
状
況
で
は
銀
行

の
駕
替
事
務
は

一
の
附
随
業
務
力
る
を
免
れ

顧
。
即
ち
原
則
と
し
て
は
銀
行
取
引
者
の
依
頼

に
か

＼
る
も

の
を
主
と
し
て
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
取
扱
手
歎

料
は
多
く
實
費
主
義
に
出
で

＼
ゐ
る
と
解
繹
さ
れ
て
ゐ
る
。
例

へ
ば
何
拾
圓
の
代
手
竜
何
萬
圓

の
代
手
も
附
属
書
類

の
な
き
も
の
は

一
様

に
二
十
銭
の
安

い
料
金
を
以
て
扱

つ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。
從

つ
て
現
在
で
は
代
手
は
實
費
を



以
て
顧
客
の
依
頼
に
か
＼
る
受
任
事
務
の
忠
實
な
る
遽
行
に
過
ぎ
な

い
か
ら
、
此
を
他
の
銀
行
自
ら
の
危
瞼
と
利
盆

に
於
て
螢
む
割
手
や
荷
手
に
比
し
、
扱
方
が
緩
漫
に
な
う
勝
ち
な

の
は
免
れ
難

い
。
併
し
今
後
盆
々
手
形
取
引
が
旺

ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
銀
行
の
駕
替
取
引
を
利
用
す
る
乙
と
も
頻
繁
と
な
る
に
及
ん
で
、
銀
行
業
務
竜
自
ら
愛
遷
し

て
代
手
や
其
他
の
駕
替
事
務
竜
濁
立
し
控
重
要
な
牧
盆
源
泉
と
し
て
自
行
の
取
引
者
の
依
頼
に
の
み
慮
ず
る
の
み
な

ら
ず
、
相
當

な
報
酬
を
以

て

一
般
顧
客

の
需
め
に
慮
ず
る
様
に
な
れ
ば
、
代
手
事
務
も
其

の
重
要
性
と
從

つ
て
経
濟

的
能
率
を
塘
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

理
論
と
し
て
は
各
銀
行
が
加
盟
し
て
銀
行
間
の

一
切

の
駕
替
取
引
の
勘
定
計
算
を
庭
理
す
る
爲
替
計
算
所
の
如
き

竜

の
が
設
置
さ
れ
、
他
面
駕
替
手
数
料
が
合
理
的
に
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考

へ
ら
れ
る
。

(
一
九
二
九
ー
一
〇
ー
二
八
)
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